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Abstract
This study examined what student teachers; that participated in the overseas practice teaching
programme, expect and learn from the course. For that purpose, questionnaires were conducted
with the student teachers four years before and after the programme. The results of the analysis of
the questionnaires showed that student teachers expect and actually gained some experiences that














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































います。 （2017年 3 月実習参加者）


















































































































































































































同志社女子大学 総合文化研究所紀要 第34巻 2017年
資料 1 実習前に実施した質問紙調査の質問項目
1 ．今回参加する日本語教育実習にどのような収穫を期待していますか。
以下のうち、当てあてはまるものすべてに○を、なかでも最も期待するもの 3 つには◎をつけて
ください。
（ ）海外の日本語教育現場を実際に見る
（ ）生の学習者の反応を実際に見る
（ ）実際に日本語学習者と交流する
（ ）模擬授業では得られなかったものを得る
（ ）プロの日本語教師の授業を実際に見て、技を学びとる
（ ）プロの日本語教師の個性や授業技術の個人差、多様性に触れる
（ ）台湾についてより多くの知識を得る
（ ）台湾における日本の位置づけを知る
（ ）日本語の難しさがどこにあるかを知る
（ ）自身の日本語教育に関する知識や技術がどの程度かを知る
（ ）自身の教授技術を向上させる
（ ）大学での今後の学びのモチベーションを向上させる
（ ）今後の進路を決める材料を得る
（ ）日本語教師の一連の仕事を模擬体験する
（ ）自分に自信をつける
（ ）自身の問題解決能力を向上させる
（ ）自分に足りないものは何かを知る
（ ）その他（以下スペースに具体的に記述してください。）
2 ．模擬授業と教育実習では、何が違うと思いますか。自由に書いてください。
資料 2 実習後に実施した質問紙調査の質問項目
1 ．今回参加した日本語教育実習ではどのような収穫を得ましたか。
以下のうち、当てあてはまるものすべてに○を、なかでも模擬授業では得られなかった（得られ
ないだろうと思う）ものには◎をつけてください。
（ ）海外の日本語教育現場を実際に見る
（ ）生の学習者の反応を実際に見る
（ ）実際に日本語学習者と交流する
（ ）模擬授業では得られなかったものを得る
（ ）プロの日本語教師の授業を実際に見て、技を学びとる
（ ）プロの日本語教師の個性や授業技術の個人差、多様性に触れる
（ ）台湾についてより多くの知識を得る
（ ）台湾における日本の位置づけを知る
（ ）日本語の難しさがどこにあるかを知る
（ ）自身の日本語教育に関する知識や技術がどの程度かを知る
（ ）自身の教授技術を向上させる
（ ）大学での今後の学びのモチベーションを向上させる
（ ）今後の進路を決める材料を得る
（ ）日本語教師の一連の仕事を模擬体験する
（ ）自分に自信をつける
（ ）自身の問題解決能力を向上させる
（ ）自分に足りないものは何かを知る
（ ）その他（以下スペースに具体的に記述してください。）
2 ．模擬授業と教育実習では、実際に何が違いましたか。自身の心境や準備作業、授業、指導などの
点から自由に書いてください。
3 ．実習に参加するに当たって、①自習や事前指導を通して学んでおいてよかったこと、②もっと学
んでおけばよかったと思うことはそれぞれどのようなことですか。
108
